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Ⅰ 研究主題設定の理由 

  東京都教育委員会では平成２２年度から「児童・生徒の学力向上を図るための調査」

の中で「読み解く力に関する調査」を実施してきた。平成２４年度の同調査の結果によ

ると、説明的な文章を読む問題において「①必要な情報を正確に取り出す力」の設問の

正答率は 73.4%、「②比較・関連付けて読み取る力」が 61.9%、「③意図や背景、理由を理

解・解釈・推論して解決する力」が 19.1%となっており「意図や背景、理由を理解・解

釈・推論して解決する力」の定着が著しく低いことが分かる。  
  また、文部科学省実施の「平成２４年度 全国学力・学習状況調査」では、基礎的・

基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる国語Ａの「読むこと」の正答率が

82.3%であるが、基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる国

語Ｂの「読むこと」の正答率は 56.0%となっており、国語Ａに比べ正答率が低くなって

いる。特に、目的をもって雑誌を読み、複数の記事を結び付けたり、編集者の意図を推

論したりしながら、自分の考えをまとめることに課題が見られる。  
これらの調査の結果からは、目的に応じて文章を読み、意図や理由を推論したり、複

数の情報を結び付けながら必要な情報をまとめたりすることに課題があることが分かる。 
また、本研究では、研究員が所属する学校の教員に対し、「説明的な文章の指導」に関

する調査を行った。調査の結果からは、児童が目的意識をもって授業に取り組むための

言語活動の充実や指導法の工夫が必要であること、複数の文章を読み比べ、目的に応じ

てまとめる中で、身に付けた力を活用したり、自分の考えをもたせたりするような指導

が十分なされていないことが分かった。  
さらに、中央教育審議会答申（平成２０年１月）における国語に関する改善の具体的

事項では、「課題に応じて必要な文章や資料等を取り上げ、基礎的・基本的な知識・技能

を活用し、相互に思考を深めたりまとめたりしながら解決していく能力の育成を重視す

る」ことが述べられている。また、小学校学習指導要領解説国語編（平成２０年８月）

では、「言語能力は、～中略～ 相手、目的や意図、場面や状況などに応じて適切に表現

したり正確に理解したりする力として育成することが大切である。」と述べており、課題

や目的などに応じて必要な文章や資料等を正確に理解する力の育成を求めている。  
本研究では、その中でも読む力に着目し、研究主題を「目的に応じて的確に読む力を

育てる」とした。「目的に応じて読む」とは、児童が自らの課題を解決するために主体的

に読むことであり、「的確に読む」とは、その課題を解決するためには何を読み取る必要

があるかを明確にして正しく読むことである。  
初めに述べたとおり、東京都教育委員会及び文部科学省の調査では、目的に応じて文

章を読み、意図や理由を推論したり、複数の情報を結び付けながら必要な情報をまとめ

たりすることに課題があった。これは、説明的な文章の解釈に関する指導事項に関連す

る「順序を考えながら読む」「中心となる語や文を捉える」「文章全体の構成や内容を捉

える」などの力が十分身に付いていないことの現れと思われる。そこで、説明的な文章

の指導事項を確実に押さえることで、目的に応じて的確に読む力を児童に確実に身に付

けさせることができると考え、副主題を「説明的な文章を読むことを通して」とした。  

研究主題 

目的に応じて的確に読む力を育てる指導法の工夫 

～説明的な文章を読むことを通して～ 
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Ⅱ 研究の視点 

  本研究は、以下の視点をもって取り組む。 

  【視点１】言語活動の工夫 

   課題や目的などに応じて必要な文章や資料などを正確に理解する力を育成するため

には、児童が明確な目的意識をもって学習に取り組むことが重要である。そこで、単

元の導入から終末まで貫く言語活動（以後「単元を貫く言語活動」とする。）を設定す

る。設定に際しては、単元を通して身に付けさせたい言語能力を明確にし、それに適

した言語活動を精選する。  
  【視点２】「的確に読む」指導の工夫 

   指導においては、自らの課題を解決するために、何を読み取る必要があるのかを児

童に意識させるとともに、的確に読み取るために必要な力を明確にした指導を行うこ

とが重要である。的確に読むために必要な力は、「順序を考えながら読む」「中心とな

る語や文を捉える」「文章全体の構成や内容を捉える」「目的に応じて引用したり、要

約したりする」など、説明的な文章の解釈や自分の考えの形成に関わることに関連さ

せる。  
  【視点３】交流の充実 

   児童が目的意識をもって交流に臨み、相手の考えを取り入れたり、自分の考えを見

直したりする中で繰り返し文章を読むことは、的確に読む力を育む上で重要である。

そこで、文章に立ち戻りながら、自分の考えを広げたり深めたりすることができるよ

うな交流の方法や場の設定の仕方を工夫する。 

 

Ⅲ 研究の仮説 

   教科書教材を的確に読み取るために必要な力を明確にし、その力を身に付けるため

に適した単元を貫く言語活動を設定し充実させていけば、目的に応じて的確に読む力

が育つであろう。 

 

Ⅳ 研究の方法 

 １ 調査研究 

   平成２４年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」や平成２４年度「全国学

力・学習状況調査」等を参考にして、東京都の児童の国語の能力を分析する。 

 ２ 教員の意識調査 

   教員に対して「説明的な文章の指導」に関する調査を行い、その分析から説明的な

文章の指導についての実態を把握する。 

 ３ 授業検討・検証授業 

   教育研究員の月例会や、低・中・高学年分科会において、研究主題に迫るための授

業を展開する。また、検証授業を行い、仮説の検証を図る。 
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Ⅴ 研究の内容 

１ 研究構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す児童像】 

～低学年～  
興味・関心に応じて、順序

を考えながら、自分の経験と

結び付けて読むことができ

る児童 

～中学年～ 

目的に応じて、内容の中心

を捉え要約したり、段落相互

の関係を考えたりしながら

読むことができる児童 

～高学年～ 

目的に応じて、筆者の意図

や思考を想定しながら、文章

全体の構成を捉えて読むこ

とができる児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の視点】 

【「平成24年度全国学力・学

習状況調査」（文部科学省）

から】 
・国語Ａ「読むこと」 
正答率 82.3% 

・国語Ｂ「読むこと」 
正答率 56.0% 

・特に、目的をもって雑誌を

読み、複数の記事を結び付

けたり、編集者の意図を推

論したりしながら自分の

考えをまとめることに課

題が見られる。 

【「平成 24 年度児童・生徒の学力向上を図る

ための調査」（東京都教育委員会）から】 
「読み解く力に関する調査（説明的な文章）」

の正答率 
・必要な情報を正確に取り出す力 73.4% 
・比較・関連付けて読み取る力 61.9% 

・意図や背景、理由を理解・解釈・推論して

解決する力 19.1% 

 

「意図や背景、理由を理解・解釈・推論して

解決する力」の定着が著しく低い。 

【「教員の意識調査」から】 
・目的意識をもって授業 

に取り組むための言語
活動の充実や指導法の
工夫が必要である。 

・複数の文章を読み比べ、
目的に応じてまとめる
中で、身に付けた力を活
用したり、自分の考えを
もたせたりするような
指導の充実を図る。 

【研究主題】  
目的に応じて的確に読む力を育てる指導法の工夫 

～説明的な文章を読むことを通して～ 

【研究の仮説】  
教科書教材を的確に読み取るために必要な力を明確にし、その力を身に付けるために適

した単元を貫く言語活動を設定し充実させていけば、目的に応じて的確に読む力が育つで

あろう。  

視点２  
「的確に読む指導」の工夫 

指導においては、自らの
課題を解決するために、何
を読み取る必要があるのか
を児童に意識させるととも
に、的確に読み取るために
必要な力を明確にした指導
を行うことが重要である。
的確に読むために必要な力
は 、「 順 序 を 考 え な が ら 読
む」「中心となる語や文を捉
える」「文章全体の構成や内
容を捉える」など、説明的
な文章の解釈に関する事項
に関連させる。  

視点１  
言語活動の工夫 

課題や目的などに応じて
必要な文章や資料などを正
確に理解する力を育成する
ためには、児童が明確な目
的意識をもって学習に取り
組むことが重要である。そ
こで、単元の導入から終末
まで貫く言語活動を設定す
る。設定に際しては、単元
を通して身に付けさせたい
言語能力を明確にし、それ
に適した言語活動を精選す
る。  

視点３  
交流の充実 

 児童が目的意識をもって
交流に臨み、相手の考えを
取り入れたり、自分の考え
を見直したりする中で繰り
返し文章を読むことは、的
確に読む力を育む上で重要
である。そこで、文章に立
ち戻りながら、自分の考え
を広げたり深めたりできる
ような交流の方法や場の設
定の仕方を工夫する。 

【中教審答申及び学習指導要領から】 
・言語能力は、相手、目的や意

図、場面や状況などに応じて

適切に表現したり正確に理解

したりする力として育成する

ことが大切である。 
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２ 教師の意識調査 [平成 25 年度教育研究員(小学校国語)の所属校 15 校の教員 158 人に実施] 

調査項目と結果 

【言語活動の工夫について】 

 

【「的確に読む」指導の工夫について】 

 

考察 

【言語活動の工夫について】 

・「(1) 付けたい力を付けるのに適した言語活動を設定している」の結果によると、付けたい力を付け

るのに適した言語活動を設定している教員が７割に満たない状況である。また、説明的な文章を読

む授業において、教科書以外の文章(本)を読む機会を設けている教師は５割に満たない状況である。 

【「的確に読む」指導の工夫について】 

・９割以上の教員が目的に応じて大事な言葉や文を書き抜かせているが、取り出した複数の情報を比

較・関連付けてまとめさせている教員は約６割という状況である。 

 

これらの結果から、児童が目的意識をもって授業に取り組むための言語活動の充実や指導法の工夫が

必要であることが分かる。また、複数の文章を読み比べ、目的に応じてまとめる中で、身に付けた力を

活用したり、自分の考えをもたせたりするような指導の充実を図る必要があることが分かる。 

(1) 付けたい力を付けるのに適した言語活動を

設定している 
(2) 単元を貫く言語活動の設定により、児童に学

習の見通しをもたせている 
(3) 身に付けた力を、単元の終末で活用できるよ

うな指導計画を立てている 

(4) 説明的な文章を読む授業では、教科書以外の

文章（本）を読む機会も設けている 

(1) 目的に応じて大事な言葉や文を書き抜かせ

ること 

(2) 説明的な文章の構成から論の展開の仕方を

学ばせること 

(3) 要点や要旨をまとめさせること 

 

(4) 複数の情報を比較・関連付けてまとめさせる

こと 
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３ 研究の実際 

 本研究は、児童の「目的に応じて的確に読む力」を高めることをねらいとしている。そ

のために、３つの視点に沿って研究を進めてきた。  
【視点１】言語活動の工夫 

 「目的に応じて的確に読む力」を高めるためには、まず、児童が明確な目的意識をもっ

て学習に取り組むことが重要である。そのために児童に身に付けさせたい力に適した単元

を貫く言語活動を精選することが大切であると考えた。  
 低学年分科会では、事柄の順序に気を付けながら、遊び方とその訳について読み取るこ

とを身に付けさせたい力の一つとして設定した。そして、その力を付けるのに適した単元

を貫く言語活動として「１年生といっしょにあそぶために、あそび方しょうかいカードを

作ろう」を位置付けた。紹介カードを作るためには、「遊び方」「そのわけ」を事柄の順序

にそって読み取り、まとめる力が必要となる。児童が、その力を身に付けるために教科書

教材「おにごっこ」を読み取るとともに、自分の紹介したい遊びの紹介カードを作るとい

う目的意識をもって単元を貫く言語活動に取り組めるようにした。  
【視点２】「的確に読む」指導の工夫 

「的確に読む力」を高めるためには、まず、児童が自らの言語活動の遂行のために教科

書教材からどのようなことを読み取ることが必要であるかを明確に意識できるようにする

ことが大切である。そして、的確に読むために必要な力を明確にすることが大切である。

そのために、分科会ごとに「説明的な文章の解釈に関する指導事項」に関連させて的確に

読むために必要な力を設定した。また、単元を貫く言語活動に、的確に読むために必要な

力を活用する場面を繰り返し設定することで、身に付けた力が確実に定着するようにした。 
中学年分科会では、教材文「すがたをかえる大豆」の読み取りで習得した「中心となる

語や文の捉え方」「説明文の段落構成や説明の仕方」などを、自分が選んだ本の読み取りに

活用する時間を第二次の後半に設定した。このことにより、第一次で児童に示した「めく

ってへんしんカード」を作成するために、教材文「すがたをかえる大豆」を正しく読み取

るという目的意識を明確にもたせることができた。また、食材の加工の仕方とその流れが

分かるワークシートを作成することで、中心となる語や文を探し出す力が確実に身に付く

ようにした。  
【視点３】交流の充実 

 児童が文章に立ち戻りながら、自分の考えを広げたり深めたりできるような交流の方法

や場の設定の仕方を工夫した。  
 高学年分科会では、学習内容の定着と自らの考えを広げたり深めたりすることを充実さ

せるため、「一人読み→グループ交流→全体交流→一人読み」という流れを設定した。自分

の力で読み取ったことを４～５人の仲間や全体に投げかけたり、友達の考えを取り入れた

りできるようにした。また、特にグループ交流では文章に立ち戻りながらお互いの考えを

整理し、比較・検討しやすいように交流シート上で付箋を重ねたり移動させたりする話合

いの仕方を指導し、自分の考えと友達の考えを比較したり整理・分類したりすることがで

きるようにした。絵画の解説文を読み合う交流では、同じ絵画を選んだ児童同士で交流さ

せることで、人によって考え方が異なることや、同じ感じ方をしていても見る視点が違っ

ていることなどを知ることを通して、自分の考えを広げたり深めたりすることができるよ

うにした。  
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低学年分科会の実践 

１ 単元名   １年生といっしょにあそぶために、あそび方しょうかいカードを作ろう 

        教材名「おにごっこ」 森下 はるみ（第２学年）  

 

２ 単元の目標 

 ○遊び方の工夫を紹介するために、書かれていることを自分の知っていることや経験と結び

付けながら、読もうとすることができる。            

○経験したことなどから書くことを決め、構成に沿って文章を書くことができる。 
○事柄の順序に気を付けながら、遊び方とその訳について読み、自分の経験と結び付けなが

ら思いや考えを発表することができる。 

 ○言葉には経験したことを伝える働きがあることに気付くことができる。 

 

３ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 

書く能力 読む能力 言語についての 
知識・理解・技能 

・自分の経験と結び付けな

がら１年生に遊び方を紹

介しようとしている。 

・分かりやすい紹介の仕方

を学ぶために教材を進ん

で読もうとしている。 

・遊び方の工夫を紹介するた

めに、遊び方とその訳の順

序に沿って、簡単な構成の

文章を書いている。（イ）

・順序に気を付けながら読み、

遊び方とその訳についてま

とめている。（イ） 

・遊び方の工夫を紹介するた 

めに、文章を読み、経験と結

び付けながら自分の思いや

考 え を 発 表 し て い る 。

（オ） 

・自分が鬼ごっこをしたと

きのことを紹介すること

で、言葉で表現すると経

験したことを伝えること

ができることに気付いて

いる。（イ（ア）） 

 

４ 教材の特性 

 本教材では、児童にとってなじみの深い、幾つかのおにごっこを例に挙げ、みんなが楽しく

遊ぶために、それぞれの遊び方が工夫されてきたことが述べられている。  

 「おにごっこ」は、「始め」「中」「終わり」の構成が分かりやすく、「中」の部分も、「遊び方」

と「その遊び方をする訳」が述べられ、そのまとまりの繰り返しになっている。事柄の順序を

意識しながら、内容を読み取る力を付けるのに適した教材である。また、児童は、「こんな工夫

をしたことがある」「似た遊びをしたことがある」など、経験と結び付けながらそれぞれの鬼ご

っこの遊び方を読むことができる教材である。 
 
５ 研究主題に迫るための手だて 

（１）言語活動の工夫 

単元を貫く言語活動として、「１年生といっしょにあそぶために、あそび方しょうかいカー

ドを作ろう」を位置付けている。この言語活動は、「遊び方」と「その遊び方をする訳」をカ
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ードに書き、１年生に紹介するという活動である。第二次で使う教材文に出てくるおにごっ

こをまとめる学習シートや、第三次で使う自分で工夫した遊び方を紹介するカードは、どち

らも事柄の順序に沿って分けて書き、それを見ながら紹介できるという特徴がある。そのた

め児童は、事柄の順序を意識して読む力を付けることができる。学習シート及び紹介カード

の構成は、以下のとおりである。 

第三次につなげる遊びカード       学習シート 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

紹介カード 

   

 

 

 

 

 

 

第一次では、１年生への紹介の仕方を、教師が自ら実演し提示することで、興味関心を抱

かせながら学習の見通しをもてるようにする。そして、１年生と楽しく遊ぶためにはどう

したらよいかという課題意識をもたせた上で教材を読み、遊び方の工夫をすればよいことに

気付かせる。また、休み時間には、遊び方を工夫しながら学級の友達と遊んでみるように声

を掛けておくことで、第三次で遊び方を紹介する際、工夫して楽しくなったことや、やって

みて思ったことを、経験を基に書けるようにした。 

第二次では、「おにごっこ」を教材として、事柄の順序に気を付けながら、「遊び方」と「そ

の遊び方をする訳」を読み取っていく。はじめに、第２段落に出てくるおにごっこについて、

「遊び方」と「その遊び方をする訳」を順序に沿ってまとめていく。その後、そこで学んだ

ことを生かし、第３段落に出てくる３つのおにごっこの中から児童自身で１つを選び、必要

な事柄を書き抜きまとめていく。児童は、教材文に出てくるおにごっこについて友達の説明

を聞いたり、実際にやってみたりしながら理解し、みんなが楽しく遊べるように遊び方が工

夫されてきたことを読み取っていく。授業の終末では、そのおにごっこをした経験から、自

分で工夫した遊び方と、その遊び方をする訳を遊びカードに書く時間を設定する。そうする

ことで、第三次で１年生に紹介する遊び方を、第二次から考えていけるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「遊び方」「訳」という事柄の順序

にそってまとめる。 
「遊び方」「訳」の順で、シートを広

げながら紹介していく。
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第三次での紹介カードは第二次の学習シートと同じ構成にし、学んだことを活用できるよ

うにした。第二次の学習から取り組んでいた自分で工夫した遊び方を、事柄の順序に気を付

けながら紹介カードにまとめ直す。交流では、まずは学級の友達と紹介し合う。互いに工夫

した遊び方の良さを伝え合い、１年生への紹介に向け自信をもたせたい。１年生との交流で

は、「遊び方」と「訳」という事柄の順序に気を付けながら紹介することで、１年生にも分か

りやすく紹介できるということに気付かせたい。またどの遊び方も「みんなが楽しめるよう

に工夫されてきた」という、教材のまとめの部分とつなげ、本単元を学習したことの良さを

実感させたい。 

 

（２）「的確に読む」指導の工夫 

  低学年分科会では、「的確に読む」ことを指導事項の（イ）に関連して、「順序を考えなが

ら、内容の大体を読む」ことと捉えている。 

  指導の工夫として以下のことを挙げる。 

○ 「遊び方」と「その遊び方をする訳」に分けてまとめ、段落内での事柄の順序を意識す

る。 

   教材の読み取りでは、「遊び方」と「その遊び方をする訳」を分け、事柄の順序を捉えら

れるようにした。第三次の紹介カードでも同じように分け、事柄の順序に気を付けながら

書き、まとめていくようにする。 

○ 挿絵を基に、興味・関心をもった遊びについてまとめる。 

   第二次では、１つの遊びを例に事柄の順序に沿った読み取り方を学習した後、挿絵を基

に児童が興味・関心をもった遊びを選んでまとめる場面を設定した。自分が興味・関心を

もったところを選び、学んだことを生かして読み取るため、児童は主体的に学習に取り組

んでいくことができる。まとめる際には、必要な部分だけを書き抜くよう指導する。身に

付けた力を活用し、自分で教材を読み取ることは、事柄の順序を意識して読み取る力をよ

り確かに付けることになる。第三次で自分の考えた遊び方を書く際にも、その力はいかさ

れると考えた。 

○ 「中」の部分での、筆者の述べ方の順序の良さを話し合う。 

第二次でまとめたものを比較すると、筆者がどの段落も「遊び方」「訳」の順で文章を構

成していることが分かる。なぜそのような並びになっているのか話し合う場面を設定し、

伝えたい事柄が最初にきていることに気付くようにする。中の部分で出てくる遊び方の工

夫が、簡単なものから複雑なものの順で述べられていることにも気付かせ、筆者の論の述

べ方の良さにも目が向けられるようにしたい。 

 
（３）交流の充実 

   本単元の学習を深めるために、第二次と第三次に交流の場面を設定した。 

    まず、第二次では、自分で選んだ遊び方の訳について交流する。どの文を基に考えたの

か確かめながら聞くようにする。第三次では、自分が工夫した遊び方をカードに書き、紹

介し合う。友達の工夫した遊び方の良さに気付くようにする。さらには、事柄を順序良く
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まとめることで、分かりやすく紹介することができることに気付かせたい。 

６ 学習指導計画（９時間扱い） 

次 時 学習活動 手だて 評価規準（評価方法） 

一 １ 

 

○１年生と仲良く遊ぶために、いろ

いろな遊び方の工夫を考え、紹介

することを知り、学習の見通しを

もつ。 
 
 
○遊びをもっと楽しくするためにど

うしたらよいか発表し合う。 
 
○本文を読み、感想を発表し合う。

○教材を「始め」「中」「終わり」の

３つのまとまりに分け、問いの文

を確かめる。 
（休み時間を使い、遊び方を工夫し

て、いろいろな鬼ごっこをしてみ

るよう伝える。） 

○紹介カードの見本や第三次で

の紹介の仕方を提示し、学習の

見通しをもたせる。 
 
 
 
○出されたものを整理しながら

板書し、児童が理解できるよう

にする。 
 
○問いの文と答えの文に着目し、

文章の大まかな構成を捉えさ

せる。 

 
 
 
 
 
 
[関]普段遊んでいる遊び

を想起し、１年生と遊

ぶ時にもっと楽しく

なる工夫について考

え、発表している。 
（観察） 

二 ２ 

・

３ 

○第２段落の遊び方を確かめ、赤で

サイドラインを引く。 
 
○第２段落を読み、その遊び方をす

る訳に、サイドラインを引く。 
○サイドラインを引いたところを友

達と交流する。 
○その遊び方をする訳を学習シート

に書く。 
○自分で工夫した遊び方と、その遊

び方をする訳を遊びカードに書

く。 
 
○他の３つの遊び方を確かめ、赤で

サイドラインを引く。 
○教科書の挿絵から、次時に自分が

まとめていきたい遊びを選び、遊

びの名前を付ける。 

○遊び方は赤、訳は鉛筆でサイド

ラインを引かせる。 
○「この先」が「線の先」である

ことを挿絵を使いながら確か

めさせる。 
○２～３人のグループで交流さ

せる。 
 
 
○書かれていることと、自分の経

験を結び付けて書かせる。第三

次で紹介する遊び方につなが

るようにさせる。 
○第３段落と、第４段落の「～あ

ります。」の文末に着目させる。

○３つの挿絵を提示し、どの段落

に書かれているか確かめさせ

る。 

[読イ]事柄の順序に気を

付けながら、おにが楽

しめる視点から訳を

読んでいる。  
（学習シート・発表）

 

１年生といっしょにあそぶために、あそび方しょうかいカードを作ろう 
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 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分が選んだ挿絵に対応する部分

を読み、その遊び方をする訳につ

いて、サイドラインを引く。 
○サイドラインを引いたところを、

同じ遊びを選んだ友達と交流す

る。 
○その遊び方をする訳を学習シート

に書く。 
○それぞれの遊び方を選んだ児童か

ら、数名が全体に発表する。 
 
○事柄の順序に気を付けて書くこと

のよさを確かめる。 
 
○自分で工夫した遊び方と、その遊

び方をする訳を遊びカードに書

く。 
 

○遊び方を確かめ、訳は鉛筆でサ

イドラインを引かせる。 
 
○２～３人のグループで交流さ

せる。 
 
○友達の考えがより適切だと気

付いたら、変えてもよいと助言

する。 
 
 
○「遊び方」「訳」の順に書くと

相手に伝わりやすいことを理

解させる。 
○書かれていることと、自分の経

験を結び付けて書かせる。第三

次で紹介する遊び方につなが

るようにさせる。 

 
 
 
 
 
 
[読イ]事柄の順序に気を

付けながら、自分が選

んだ遊びの訳を、逃げ

る人の視点から読ん

でいる。 
（学習シート・発表） 

５ ○第４段落を読み、その遊び方をす

る訳について、サイドラインを引

き、学習シートに書く。 
○第５段落を読み、その遊び方をす

る訳について、サイドラインを引

き、学習シートに書く。 
○第４段落と、第５段落のつながり

について考える。 
○文章構成上の順序について考え

る。 
 
 
 
 
○自分で工夫した遊び方と、その遊

び方をする訳を遊びカードに書

く。 
 

○遊び方を確かめ、訳は鉛筆でサ

イドラインを引かせる。 
  
 
 
 
○「ところが」という接続語に着

目させる。 
○簡単な遊び方から、複雑な遊び

方になっていることを確認さ

せる。 
○どのおにごっこも「遊び方」

「訳」の順になっていることに

気付かせる。 
○書かれていることと、自分の経

験を結び付けて書かせる。第三

次で紹介する遊び方につなが

るようにさせる。 
 

[読イ]事柄の順序に気を

付けながら、訳を両者

の視点から読んでい

る。 
（学習シート・発表）
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 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「おにごっこ」の教材で筆者が言

いたかったことを確かめる。 
 
 
 
 
 
○第三次で紹介できそうな遊び方が

他にもないか考え、発表し合う。

（発表されたものは、休み時間に遊

んでおく。） 

○題名や問いの文、第６段落など

を読み、筆者は何をどのように

伝えたかったのか確かめさせ

る。 
 
 
 
○前時までの遊びカードに、付け

足してもよいと助言する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
[読オ]今までの経験を振

り返り、紹介する遊び

方を考え、発表してい

る。 
（学習シート・発表）

 

三 ７ 

・ 

８ 

○１年生に紹介したい遊びを決め

る。 
 
 
○選んだ遊びの「遊び方」と「訳」

を経験を基に紹介カードに書く。

 
○遊び方に合った絵を描く。 
○似た遊びを選んだ子と紹介カード

を読み合う。 

○第二次で考えた遊びカードか

ら選ぶようにさせる。 
 
 
○必要に応じて手つなぎ鬼のよ

うに付け足した遊び方につい

ても書くよう助言する。 
 
○上手に紹介できていると思う

点や、もっと工夫すると良い点

について伝え合うよう助言す

る。 

[書イ]遊んだ時のことを

思い出し、事柄の順序

に気を付けながら遊

び方と訳を紹介カー

ドに書いている。 
（紹介カード） 
 

 
[読オ]自分で考えた遊び

　方を友達と紹介し合

　っている。（発表） 
 
 

９ ○違う遊びを選んだ友達と紹介カー

ドを使って交流する。 
 
○紹介カードを使って１年生に紹介

する。 
 
 
○１年生に上手に伝えられたか振り

返る。 
 

（発表した遊びは、生活科や特別活動の

時間に１年生と一緒に遊ぶ。） 

○友達の工夫した遊び方のよい

点に気付くよう助言する。 
 
○「遊び方」、「訳」という事柄の

順序に沿って紹介するよう助

言する。 
 
○遊び方を工夫したことで、遊び

が楽しくなったことを確認し、

学習のまとめをさせる。 

 
 
 
[関]自分の経験を基にし

て考えた工夫した遊

び方を、１年生に紹介

しようとしている。 
（観察・発言） 
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中学年分科会の実践 

１ 単元名  中心となる語や文をとらえて「めくってへんしんカード」を作り、友達にしょうかいしよう 

教材名「すがたをかえる大豆」    国分 牧衛 

「食べ物のひみつを教えます」 （第３学年）  

２ 単元の目標 

・食べ物について書かれたいろいろな読み物や図鑑を読み、目的をもって中心となる語や文を探し、自

分が書く説明文に生かそうとすることができる。 

・「めくってへんしんカード」を作るために、段落相互の関係を考えながら中心となる語や文を使い、自

分の考えが明確になるように文章を構成することができる。 

・「めくってへんしんカード」を作るために、教材文や、並行読書をしてきた本の中心となる語や文を捉

え、段落相互の関係を考えながら内容を的確に読むことができる。                    

・教材文で、指示語や接続語が文と文とのつながりに果たす役割を理解し、「めくってへんしんカード」

を書く際に使うことができる。 

３ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 

書く能力 読む能力 言語についての 
知識・理解・技能 

・「めくってへんしん

カード」を書くた

めに必要な情報を

得るために、食べ

物について書かれ

た本や文章を読も

うとしている。 

・「すがたをかえる大豆」

で学んだ段落相互の

関係や中心となる語

や文についての知識

をいかし、自分の考え

が明確になるように、

文章構成を工夫して

書いている。（イ） 

・「めくってへんしんカード」

を作るために、中心となる語

や文を捉えて段落相互の関

係や事実と意見との関係を

考え、教材文や並行読書して

きた本を読んでいる。（イ）

・文章を読んで考えたことを発

表し合い、一人一人の感じ方

について違いのあることに

気付いている。（オ） 

・文章中に使われている

指示語や接続語の働

きを理解し、使ってい

る。（イ（ク）） 
 
 

４ 教材の特性 

  本単元は、読むことの教材「すがたをかえる大豆」で習得した段落相互の関係や事実と意見との関係

を考えることを、書くことの教材「食べ物のひみつを教えます」で活用していく単元構成となっている。 

 「すがたをかえる大豆」は、「始め」「中」「終わり」の段落構成が明確で、「中」の部分では、大豆の

加工食品を「次に」「また」「さらに」などの言葉を使い、順番に紹介している。また、おいしく食べる

ためにどのような工夫をしたのかが、形式段落の初めに書かれているなど、中心となる語や文を捉えや

すい文章となっている。そのため、段落相互の関係や事実と意見との関係を考える力を付けさせる上で

有効な教材である。 

 また、「すがたをかえる大豆」は、身の回りにある大豆を使った食べ物や、その加工食品について書か

れたもので、児童にとって身近な内容となっている。しかし、大豆の加工食品は、一見しただけでは大

豆からできているとは分かりにくいものが多く、本教材文を読むことで、児童は驚きとともに知ること

の喜びを感じることができる内容となっている。 
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）法方価評（準規価評 てだ手 動活習学 次 時

一 １  

 

○調理後、加工後の食品を知

り、大豆や身の回りの食べ

物に対する興味・関心をも

つ。 

○「めくってへんしんカード」

を作って、友達や家の人に

紹介することを知る。 

 

〇本文を読み、学習の計画を

立てる。 

○姿を変える食べ物について

書かれた本を選び、読む。 

 

 

 

○具体物、写真を提示し、学

習への意欲を高める。 

 

 

○「めくってへんしんカード」

の見本を教師が提示し、学

習への意欲を高めるととも

に具体的な作成物を示すこ

とで、学習の見通しをもた

せる。 

○国語の時間以外にも自分が

興味・関心をもった本の並

行読書をするように声を掛

ける。（単元を通して、並

行読書を行う。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［関］進んで単元計画

の話し合いに参加

したり、興味をもっ

て読書したりして

いる。（観察） 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「すがたをかえる大豆」か

ら説明の仕方を学び、「め

くってへんしんカード」に

いかすことを知る。 

 

 

○「すがたをかえる大豆」の

文章全体の組み立てを捉え

る。 

○組み立てシートの使い方を

知る。 

○説明の中心になる文につい

て理解する。 

 

 

○「すがたをかえる大豆」か

ら説明の仕方を学ぶという

目的意識をもたせる。 

 

 

 

○形式段落を付けさせる。 

〇始め・中・終わりに分けさ

せ確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［読イ］文章全体を始

め・中・終わりの大

きく３つに分け、そ

れぞれの部分のお

おまかな内容と役

割を捉えている。

（読：教科書・ワー

クシート・発表） 

「めくってへんしんカード」を作ろう 

６ 指導計画（１１時間扱い） 

「めくってへんしんカード」を作るための組み立てシートを作ろう 
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○組み立てシートに「はじめ」

を書く。 

〇「はじめ」で中心となる文

の見付け方を指導する。 

 

 

４ 

・ 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「すがたをかえる大豆」の

第３から第７段落で読み取

ったことを組み立てシート

に書く。 

 

 

 

 

 

 

○自分が選んだ図書資料の中

から目的に応じて中心とな

る語や文を書く。 

○各段落の内容と写真を対比

させることを手掛かりにさ

せ、組み立てシートに作り

方、変身した姿を書き込ま

せる。 

〇「すがたをかえる大豆」の

組み立てシートをクラス全

体で確認し、中心となる語

や文の探し方を再確認す

る。 

○学んだことを生かして、並

行して選んだ図書資料の組

み立てシートに書くように

声を掛ける。 

 

 

 

 

 

［読イ］目的に応じて

中心となる語や文

を書き出し、「めく

ってへんしんカー

ド」に必要な事柄を

収集している。 

（ワークシート・観

察・発表） 

６ 

・

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「すがたをかえる大豆」の

第３から第７段落の中心と

なる文を見付ける。 

 

○「めくってへんしんカード」

の中心となる文を見付け

る。 

○「すがたをかえる大豆」の

組み立てシートに、教科書

にある指示語や接続語を書

く。 

〇図書資料の組み立てシート

にも指示語や接続語を書

く。 

○「すがたをかえる大豆」で

は、なぜこの順番に食材が

書かれているのかを話し合

う。 

〇段落を手掛かりにしながら

食べ物の仲間分けをし、中

心となる語や文を探すよう

に声をかける。 

〇食べ物の工夫について自力

で読み取ることが困難な児

童のために、教師側が支援

内容を用意しておき、適宜

支援の声掛けを行う。 

 

 

〇教科書で学んだことを想起

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［言イ(ｸ）］段落相互

の関係に適した接

続語を使って書い

ている。 

（ワークシート・発

表） 
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〇「めくってへんしんカード」

に書く食品の順番を決め

る。 

〇なかなか順番を決められな

い児童には、「すがたをかえ

る大豆」と同じように、単

純な変身から複雑な変身に

なっていくようにすると良

いことを伝える。 

［読イ］自分の考えが

明確になるように、

段落相互の関係な

どに注意して文章

を構成している。

（ワークシート・観

察・発表） 

８ 〇「すがたをかえる大豆」の

「終わり」に書かれている

内容を整理し、組み立てシ

ートに書く。 

〇「めくってへんしんカード」

の「はじめ」と「終わり」

を書く。 

○それまでのまとめと、筆者

の感想の二つが書かれてい

ることを確認する。 

［読イ］事実と意見と

の関係を考え文章

を読み、整理してい

る。（ワークシー

ト・観察・発表） 

三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

・ 

10 

・ 

11 

 

 

 

○「めくってへんしんカード」

を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

○「めくってへんしんカード」

の発表をする。 

 

 

 

 

○「めくってへんしんカード」

の組み立てシートをいかし

て文章を書くように指導す

る。 

○「すがたをかえる大豆」で

学習した接続語、文末表現

を参考にして書かせる。 

 

 

○内容についての感想だけで

なく、分かりやすく説明し

ているところを見付けさ

せ、発表させる。 

 

 

 

［書イ］組み立てシー

トをいかし、段落相

互の関係に注意し

て文章を書いてい

る。（ワークシー

ト・発表） 

 

 

 

［読オ］自分の書き方

と友達の書き方を

比べ、分かりやすい

説明に気付いてい

る。（ワークシー

ト・発表） 

「めくってへんしんカード」を書こう 
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高学年分科会の実践 

１ 単元名  「一推し！アートギャラリー」わたしが選んだこの絵を解説します！ 
        教材名 「『鳥獣戯画』を読む」  高畑 勲 

「この絵、わたしはこう見る」 （第６学年） 
２ 単元の目標 

 ○自分の選んだお気に入りの絵の解説文を書くために、筆者のものの見方や表現の工夫に関

心をもち、教材文を読んだり、絵から読み取ったことを伝え合おうとしたりすることがで

きる。               
 ○自分の選んだお気に入りの絵の解説文を書くために、絵から考えたり感じたりしたことを

整理し、読み手に伝わるように表現や構成を工夫して書くことができる。              

 ○絵と文章を照らし合わせ、事実と感想、意見などとの関係を押さえながら筆者のものの見

方や表現の工夫を捉えながら読んだり、考えたことを伝え合うことで自分のものの見方を

広げたり深めたりすることができる。 
 ○文章表現に着目して読み、語句と語句との関係を捉えることができる。 

 
３ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 

書く能力 読む能力 
言語についての 
知識・理解・技能

・「一推しアートギャ

ラリー」を開くこ

とに関心をもち、

解説文を書くため

に本文を読もうと

している。 
・自分のものの見方

を効果的に伝えよ

うと、文章全体の

構成の効果を考え

て書こうとしてい

る。 

・絵から感じたことの中から

書くことを決め、全体を見

通して事柄を整理してい

る。        （ア）

・表現や構成を工夫し、事実

と感想、意見などを区別す

るとともに、自分が選んだ

絵の様子を簡単に書いた

り詳しく書いたりして、簡

単な解説の文章を書いて

いる。       （ウ）

 

・絵と文章を照らし合わ

せて、事実と感想、意

見などとの関係を押

さえながら、筆者の解

説文の優れている点

を読み取っている。  

（ウ） 

・文章から読み取ったこ

とを基に考えを交流

し合い、自分の考えを

広げたり深めたりし

ている。    （オ） 

・事実と感想、意

見などとの関

係を押さえて

読み、文章の中

での語句と語

句の関係を理

解し活用して

いる。（イ（オ））

 
４ 教材の特性 

  本教材は、国宝「鳥獣戯画」のよさを、アニメクリエイターである高畑勲氏が独自の視点

で解説している絵画の解説文である。本文では解説する際に、絵から見える表情、筆さばき、

時間の流れなど、絵の細かな点に着目し、絵画のどの表現方法にどのようなことを感じたの

かが明確に書かれている。さらに、それらを多様な表現で評価しているため、事実と感想、

意見などの関係を押さえながら読むことに最適であり、筆者の意図や思考を捉え、自らの考

えをもつことができる文章だと考えた。 
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５ 研究主題に迫るための手立て 

（１）言語活動の工夫 
  単元を貫く言語活動として「『一推し！アートギャラリー』わたしが選んだこの絵を解説し

ます！」を位置付けた。この言語活動は、解説文の書き方を教材文から習得し自分の選んだ

絵の解説文を書く活動である。また、事実とそれに対する考えを関係付けたり、表現の仕方

に着目したりすることを通して絵画の「何を見て、どう考えたか」を捉えながら読むととも

に、伝えたいことをより効果的に相手に伝える方法を習得することができる活動である。 
  第一次では、教師が、一推しの絵とその解説文を児童に紹介することによって、「『一推し！

アートギャラリー』わたしが選んだこの絵を解説します！」という単元のめあてを児童につ

かませるとともに、図画工作の時間の中で鑑賞した絵画の中から「校内の児童に紹介したい

絵画」を選ぶことで、一推しの理由を入れた解説文を書くイメージづくりをする。 
  第二次では、自分が選んだ絵画の解説文を書くことを常に意識しながら、「文章構成」「筆

者が見て考えたこと」「表現の工夫」を教材文の叙述から習得する。また、習得したことをそ

の時間の後半で自分の解説文を書くときに活用することで、身に付けさせたい力の定着を図

る。このように、１単位時間で習得と活用を繰り返す学習を積み重ねることで、児童は常に

目的をもって主体的に教材文を読むとともに、身に付けさせたい力を確実に定着させること

ができる。 
  第三次では、第二次で学習した内容を生かし、自分の一推しの絵画の解説文を書くための

追加の取材、選材を行い、文章全体の構成を考えて解説文を書き上げ、「一推し！アートギャ

ラリー」を開催する。 
児童が選ぶ絵画については、教科書教材「『鳥獣戯画』を読む」で習得したことを活用しや

すいよう、西洋絵画と日本絵画をおりまぜ、人物画や風景画、静止画と動きのある絵画など

をバランスよく選出した。 
（２）「的確に読む」指導の工夫 
  高学年分科会では、「的確に読む」ことを「目的に応じて、筆者の意図や思考を捉えて読み、

自分の考えを明確にする」ことと捉えた。 
教材文を「的確に読む」とは、筆者が、『鳥獣戯画』のどのようなところに着目し、どの 

ように捉えて表現しているのかということを、叙述から読み取ることと考えた。指導の工夫

として以下の４点を考えた。 
○全文を通して読む活動と、焦点化して読む活動 
 第１・２時間目では、本文の特徴をつかみ、学習課題を把握するために教材文全体を通

して読む学習を行う。一方、第４・５時間目には、筆者の着目する内容や表現方法など、

その時間に身に付けさせたい力を習得するのに効果的な文章が特定できる場合には、常に

本文全体を通読したり全ての段落を読み込んだりするのではなく、学習内容に必要な部分

を教師が焦点化して学習を展開する。 
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○学習シートの工夫（一部抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１単位時間の中で本文の内容を的確に読み、本文から学んだことを自分が解説文を書く

ときに生かすことができるよう、学習シートを「教材文の読み取り時の学習シート（習得）」

と「絵を解説するための学習シート（活用）」の２段階に分け、学習内容を整理できるよう

にした。教材文を読み取る習得の段階では、筆者の表現の工夫や事実と感想を的確に読み

取るために付箋を用いる。児童は、付箋を用いることで限られたスペースに書き込むため

に、より端的に内容を読み取ろうとするようになる。 
本時では、習得の場面で筆者が「見たこと」「考えたこと」を教材文から付箋に書き出し、

グループ交流の際に分類・整理をすることで、読み取った内容が適切かどうかを吟味する。

また、活用の場面では、習得で学んだことを生かし、自らが選んだ絵画の分析を行う。 
○絵画ごとの支援計画の作成 

   解説文を書く際、教材文を読む中で習得したことを活用しきれない児童に対して適切な

支援ができるよう、７種類の絵画全てにおいて、事前に着目の仕方などの支援の方法を検

討しておく。検討する項目としては、絵画ごとに児童が「どのようなイメージをもつか」

「そのイメージをもつ場合、どこを見ると考えやすいか」について検討をしておく。 
第４・５時間目の活用の場面や、第三次において各自で書く内容を推敲し、取捨選択す

る場面などにおいて活用する。 
（３）交流の充実 
  ○一人読み→グループ交流→全体交流→一人読みの流れの重視 
   学習内容の定着や自らの考えを広げたり深めたりすることを充実させるため、交流活動

を授業の中に積極的に取り入れる。全体交流の前にグループ交流を取り入れることで、児

童は自分の考えに自信をもったり友達の考えのよさに気付いたりすることができる。グル

ープの人数は、意見の出しやすさ、まとめやすさを考慮し、４～５人に設定する。 
  ○具体物を活用した交流活動 
   どの児童も学習意欲をもち、交流によって自分の考えを深められるよう、交流シートや

付箋などの具体物を活用する。そうすることで、お互いの思考を整理し、比較・検討する

ことができ、活発な話合いが行われる。また、自由に動かせる付箋や書き込みができる交

流シート、短冊を効果的に活用することで、自分の考えと友達の考えを比較し、お互いの

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教材文の読み取り時の学習シート（習得）→ 絵を解説するための学習シート（活用）

絵 

本文 

見たこと 考えたこと  
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考えの類似点や相違点を整理・分類することができると考えた。 
○グループ編成 

  同じ絵画を選んだ者同士で意見を交流する場面を設定する。「なぜそう感じたのか」、「な

ぜそう考えたのか」を交流させることで、同じ絵画でも人によって感じ方や考え方が異な

ることを理解させたり、逆に同じ感じ方を共有させたりして考えを広げ深めることができ

るようにする。 
 

６ 学習指導計画（９時間扱い） 

次 時 学 習 活 動 手だて 評価規準（評価方法）

第

一

次 

１ ○図画工作の学習で選んだ一推し

の絵を思い出し、単元の学習のめ

あてを知る。 
 
 
 
 
○アートギャラリーや解説文が必

要な理由を理解する。 
○筆者と鳥獣戯画について知る。 
 
 
○教材文「『鳥獣戯画』を読む」を

読み、筆者の主張を知る。（全文

読解） 
○自分の選んだ絵画について、一推

しの理由を一言で表す。 

○教師が絵画を見せながら紹介

することで単元を貫く言語活

動を児童にイメージさせると

もに学習への意欲を高める。

 
 
 
○アートギャラリーの写真や解

説文を提示し、どのような学

習を行うのかをイメージでき

るようにする。 
 
 
 
○自分の選んだ絵画についての

一推しの理由は、今後学習を

進める中でより具体的にする

ので、ここでは一言でよいこ

とを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[関]「一推しアートギャラ

リー」を開くために書く

解説文のイメージをも

ち、自分の選んだ絵画に

ついて一推しの理由を

表そうとしている。 
（観察・ワークシート）

第 
二 
次 

２  
 
○教材文「『鳥獣戯画』を読む」を

読み、筆者の書きぶりのよいとこ

ろについて考える。（全文読解）

○書きぶりのよいところを、個々で

付箋に書き出す。 
 
 
 
○個々で見付けた書きぶりの良い

ところを、グループで整理し、短

冊に書き出す。 
 
○全体で、短冊の内容を整理する。

 

 
 
○筆者の考えを読者に伝えるた

めに効果的だと思う書きぶり

に注目させ、優れていたり、

自分が書くときに取り入れた

いと思ったりする内容を個々

で付箋に書かせる。 
 
 
○交流で付箋を整理しやすいよ

うに、交流シートをグループ

で１枚用意し、シート上で分

類・整理させる。 
○分類した内容を短冊に書か

せ、全体で筆者の書きぶりのよ

 
   
[関]考えを読者に伝えるた

めに効果的だと思う書

きぶりや、自分が解説文

を書くときに取り入れ

たいと思う優れた書き

方を見付けようとしな

がら本文を読んでいる。

（観察）

[読オ]グループや学級全体

での交流を通し、筆者の

書きぶりのよさについ

て、自分の考えを広げた

り深めたりしている。 
（付箋・短冊）

アートギャラリーを開くために用意する解説文のイメージをもとう 

筆者の解説文の優れている点を見付けよう 

「一推し！アートギャラリー」わたしが選んだこの絵を解説します！ 
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[分類の項目] （①～③学習の流れ）

①文章構成 
②「見たこと」「考えたこと」 
③表現の工夫 

いところを整理する。 
○分類した項目一つ一つを、次時か

ら詳しく読み取っていくことを

伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 
 
 

【筆者の解説文の優れている点①】

○主張を述べるために、どのような

事例を挙げているのかを考える。

○教材文全体の文章構成を考える。

 
○主張と事例の関係をまとめる。 

 
○主張、事例の書かれていると

ころを押さえ、「書き出し」「事

例」「主張」の関係を図式化し

て整理する。 
○主張につながる事例を挙げる

ことで、より説得力のある文

章となっていることを押さえる。

 
[読ウ]教材文から、主張と

事例を押さえ、その関係

性について考えたり、

「書き出し」「事例」「主

張」の構成になっている

ことを理解したりして

いる。（観察・学習シート）

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【筆者の解説文の優れている点②】

○第５段落を読み、筆者の「見たこ

と」と「考えたこと」について、

個人で教材文の絵と叙述を照ら

し合わせながら考える。 
 
 
 
 
○グループや全体での交流を通し、

筆者が「見たこと」と「考えたこ

と」の関係を理解する。 
○「見たこと」と「考えたこと」の

関係を明確に分けることを自分

の選んだ絵画を見るときに活用

する。 

 
○筆者の解説文の優れている点②

を学ぶために適している第５

段落を提示して考えさせる。 
○筆者が「見たこと」と「考え

たこと」について、叙述から

言葉を書きぬき、その関係を

まとめる。 
 
○グループ交流では、「表現の工

夫」と混同しないように、考

えた理由を叙述に照らし合わ

せて説明させる。 
○第５段落には、筆者の解説文

の優れている点②と③の両方

があることを押さえ、次時で

③について詳しく学ぶことを

伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
[読ウ ] 本文の絵と文章を

照らし合わせ、筆者の

「見たこと」「考えたこ

と」を叙述から読み取り、

その関係性を押さえてい

る。 （観察・学習シート）

 

５ 
 
 
 

【筆者の解説文の優れている点③】

○第５段落を読み、筆者の「表現の

工夫」について考える。 
○交流を通し、絵画を詳しく解説す

るために大切なことを整理する。

・問いかけ ・予想

・関連付け ・想像

 
○筆者が「見たこと」「考えたこと」

や「表現の工夫」を意識して第６

段落を読む。 
○自分の選んだ絵画について、前時

で考えた「見たこと」「考えたこ

と」の内容に、「表現の工夫」を

書き加える。 

 
 
 
○筆者の「表現の工夫」を、児

童が解説文を書く際の項目と

して活用しやすい言葉でまと

める。 
 
○第５段落の読み取りをいか

し、第６段落では自分の力で

読み取らせるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
[読ウ]筆者が「見たこと」

と「考えたこと」を叙述

から読み取り、その関係

性を押さえたり、「表現

の工夫」の効果を理解し

たりしている。（学習シート）

表現の工夫→ 
活用しやすい言葉 
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第 
三 
次 

６ 
 

 
 
○筆者の解説文の優れている点①

②③を振り返り、「一推しの絵の

素晴らしさ」を読者に伝えるため

の効果的な方法を振り返る。 
○文章構成シートに、これまで書き

溜めてきた付箋を貼る。 
○筋道の通った論の展開になって

いるかを確かめ、書き溜めてきた

付箋を加除訂正する。 
 

 
 
○学習を通して学んできた内容

を、教室掲示や学習シートを

参照しながら振り返らせる。

○書き溜めてきた付箋の中か

ら、一推しの理由を解説する

ために必要なものを、全体を

見通して整理させる。 
 

 
 
 
 
 
 
[書ア ]解説文を書くため

に、書き溜めてきた付箋

の内容を、全体を見通し

て整理している。 
（学習シート）

[書ウ ]表現や構成を工夫

し、事実と感想、意見な

どを区別して構成シー

トを作成している。 
（学習シート）

７ 
・ 
８ 
 

○第６時間目に作成した構成シー

トを基に、解説文を書く。 
 
○書いた後も、何度も読み返し、誤

字脱字がないか、伝えたいことが

伝わるような書き方になってい

るかを確認し、解説文を完成させ

る。 
 

○事実と感想、意見を分けて書

いているか、表現や構成の効

果を意識し、一推しの絵のよ

さが伝わる解説文になってい

るかを確認しながら書くよう

に伝える。 

[書ウ]一番伝えたいことが

伝わるように、見た絵の

様子を簡単に書いたり

詳しく書いたりしてい

る。     （解説文）

[言イ（オ）]文章表現に着

目し、語句と語句の関係

を捉えて書いている。 
（解説文）

９ 
 
 

 
 
○自分の解説文を「一推し！アート

ギャラリー」に掲示する。 
○友達と解説文を読み合う。 
○友達と、「見たこと」「考えたこと」

について助言し合う。 
○単元全体を通して、学んだことを

振り返る。 

 
 
○友達の解説文を読み、共感す

るところや新たな考えをもっ

たこと、互いの解説文で優れ

ているところなどを伝え合う

ようにさせる。 
○「一推し！アートギャラリー」

を開くことで、単元を通して

身に付けた力を確認する。 

 
 
[読オ]解説文を互いに読み

合い、考えたことを交流

することで、自らの考え

を広げたり深めたりし

ている。（観察・学習シート）

 

自分の一推しの絵のすばらしさをどのように伝えるかを考えよう 

アートギャラリーを開き解説文を読み合おう 
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Ⅵ 研究の成果と課題 
【各分科会の成果】 

 成 果 

 

 

○第二次の学習シートでは、「遊び方」と「その遊び方をする訳」を分けて書くことで、

児童は、事柄の順序を捉えることができた。第三次の紹介カードも同じ構成にしたこ

とで、第二次で身に付けた力を活用して取り組むことができた。 
 
○自分の興味・関心をもった遊びを選んでまとめる場面を設定したことで、児童は前時

に学んだことを生かし、主体的に取り組むことができた。 
 

 

 

○教科書教材で身に付けたことを自らの課題を解決するときに活用することを繰り返す

ことで、中心となる語や文を捉えたり、段落相互の関係を考えたりすることができた。

 

○単元を貫く言語活動として、本単元の終末に「めくってへんしんカード」を書く学習

を設定したことで、児童が目的をもって主体的に学習に取り組むことができた。 

 

 

 

○単元を貫く言語活動を「『一推し！アートギャラリー』私が選んだこの絵を解説しま

す！」とし、自分で選んだ絵の解説文を書く学習を設定したことで、目的意識をもっ

て単元全体の学習に取り組むことができた。 

 

○第二次では教材文から読み取ったことを生かして書く活動を継続的に取り入れたこと

で、教材文から学び取ろうという児童の学習意欲が高まるとともに、教材文から読み

取った解説文を書くために効果的な視点や、構成・表現の工夫を自分の課題に生かす

ことができた。 

 

 
 
【全体の成果と課題】  

成 果 課 題 
○指導者が目的に応じて中心となる語や文を

捉えたり、文章全体の構成や内容を捉えた

りするための視点や、教科書教材の構成・

表現の工夫を明確にすることで、児童は叙

述を基に、課題解決のために必要なことを

正しく読むことができた。 

○第二次の習得したことを活用する場面での

交流と、第三次における相互評価の場面で

の交流の目的を明確に分けた。そうするこ

とで、児童の考えを広げたり、深めたりす

ることができた。 

○単元で身に付けさせたい力を明確にし、教

科書教材のどのような特徴を読み取らせる

とよいのか、どの段落を重点的に扱うのか

といった教材研究を、今後も続けて行って

いく必要がある。 

○交流の方法の一つとして、付箋や短冊とい

った具体物を操作しながら考えを分類・整

理させることが有効だと分かったが、学習

のねらいに即した他の方法をさらに開発し

ていくことが必要である。 
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